
は
じ
め
に

大
阪
で
の
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
や
二

二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
以

下
、
博
覧
会
）
に
つ
い
て
、
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
が
「
カ
ジ
ノ

と
万
博
は
セ
ッ
ト
で
相
乗
効
果
」
と
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
論
点
が

非
常
に
多
い
。

今
回
は
、
①
博
覧
会
の
本
来
あ
る
べ
き
す
が
た　

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
達
成
を
目
的
と
し
た
万
博
と
し
て
本
来

必
要
で
あ
る
は
ず
の
視
点　

③
未
来
社
会
の
実
験
場
～
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
～
の
懸
念　

④
万
博
・
カ
ジ
ノ
会
場
夢
洲
の
課
題　

⑤

夢
洲
の
ま
ち
づ
く
り　

の
五
つ
の
論
点
を
の
べ
る
。

一
九
年
一
二
月
、
経
産
省
は
、
博
覧
会
国
際
事
務
局
（
以
下
、
Ｂ

Ｉ
Ｅ
）
に
、
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
申
請
書
に
は
、
テ
ー

マ
、
会
場
お
よ
び
そ
の
運
営
、
資
金
計
画
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
Ｂ
Ｉ

Ｅ
総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
正
式
決
定
と
な
る
。
二

年
六
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
無
期
延
期
さ

れ
、
二

年
秋
に
も
開
催
か
と
い
う
、
ま
さ
に
い
ま
重
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。

一　

博
覧
会
の
本
来
あ
る
べ
き
す
が
た

博
覧
会
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
む
け
た
万
博
」
と
世
界
に
約
束
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
誘
致
に
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
。

公
益
社
団
法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
以
下
、
博

覧
会
協
会
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
チ
ー
ム
戦
だ
。
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
」
と
い
う
画
像
が
ト
ッ
プ
を
飾
り
、

「
二

二
五
年
大
阪
・
関
西
万
博
が
め
ざ
す
も
の
」
と
し
て
、「
国
連

が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
達
成
さ
れ
る
社

会
」「
日
本
の
国
家
戦
略Society5.0

の
実
現
」
の
二
つ
が
併
記
さ
れ

て
い
る
。

博
覧
会
協
会
定
款
第
二
章
第
三
条
（
目
的
）
に
は
、「
協
会
は
、

（
略
）
博
覧
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
国
際
連
合
の
掲
げ

る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国

の
産
業
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ

る
。Ｂ

Ｉ
Ｅ
に
提
出
し
た
登
録
申
請
書
第
二
章
「
テ
ー
マ
、
サ
ブ
テ
ー

マ
及
び
コ
ン
セ
プ
ト
」
は
、
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

２
．１　

開
催
決
定
後
の
検
討

２
．２　

テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

２
．３　

E
xpo for SD

G
s+

beyon

⑴

d

　

２
．３
．１　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
万
博

　

２
．３
．２　
「+

beyond

」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

２
．３
．３　

Society5.0

２
．４　

サ
ブ
テ
ー
マ

（
以
降
、
省
略
）

「+
beyond

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
「Society5.0

」
は
、「E

xpo for 

SD
G

s+
beyond

」
を
具
体
化
す
る
施
策
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
た
め
の
万
博
」
と
謳
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「Society5.0

」
と
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た

社
会
の
在
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
技
術
の
進
展
が
進
ん
で
き

て
お
り
、
我
が
国
は
、
課
題
先
進
国
と
し
て
、
こ
れ
ら
先
端
技
術
を

あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
し
て
い
く
新
た
な
社
会
」
と
あ
る
。
す
べ
て
の
人

と
モ
ノ
の
デ
ー
タ
が
つ
な
が
り
共
有
す
る
、
と
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

法
改
正
、
規
制
緩
和
が
必
要
と
な
り
、
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
地

域
限
定
で
試
せ
る
よ
う
、
国
家
戦
略
特
区
法
を
改
正
し
「
規
制
に
対

す
る
特
例
措
置
を
一
括
か
つ
迅
速
に
実
現
」す
る「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
」
が
で
き
た
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
違
い
を
「
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
の
実
現
に
向
け
た
有
識
者
懇
談
会
」
の
最
終
報
告
に
よ
る

と
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
交
通
な
ど
の
個
別
分
野
で

の
取
組
、
個
別
の
最
先
端
技
術
の
実
証
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

…
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は
、
こ
れ
ら
と
は
次
元
が
異
な
り
、
丸
ご
と
未

来
都
市
を
作
る
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
海
外
で
は
通
常
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
。

は
た
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
、「Society5.0

」
は
両
立
可
能
な
の
だ
ろ

う
か

「Society5.0

」
も
、
日
本
の
み
で
使
わ
れ
る
用
語
で
あ
り
、

万
博
・
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
論
点

特
集
Ⅱ
●
万
博
・
Ｉ
Ｒ
の
リ
ス
ク
を
考
え
る　

Ⅰ

武
田
か
お
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
ネ
ッ
ト
事
務
局
長

万博・ＩＲについて考えるための論点　
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貢
献
す
る
博
覧
会
だ
ろ
う
か
。

行
動
に
移
し
て
い
る
か
、
市
民
が
使
え
る
「
持
続
可
能
性
評
価
」

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
は
、
事
業
者
が
、
環
境
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
あ
ら
か
じ
め
環
境
影
響

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
の
実
施
以
後
に
事
後
調
査
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
制
度
だ
。
一
九
六
九
年
ア
メ
リ
カ
で
世
界
初
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
以
降
、
対
象
範
囲
は
広

が
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
三
則
面
「
環
境
・
社
会
・
経
済
」
に
対
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
万
博
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
大
な
影
響
を
与
え

る
。
よ
っ
て
、
従
来
の
「
環
境
」
の
み
対
象
と
す
る
影
響
評
価
に
と

ど
ま
ら
ず
、「
持
続
可
能
性
」
を
評
価
項
目
と
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
す
べ
き
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
前
に
計
画
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
万
博

（
二

一
五
年
）
は
、「
事
業
の
与
え
る
環
境
・
社
会
・
経
済
に
対
す

る
影
響
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
か
」
ま

さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
も
つ
、
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
た
博
覧
会

と
な
っ
た
。

は
た
し
て
二

二
五
年
万
博
は
、
ミ
ラ
ノ
万
博
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

博
覧
会
開
催
時
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
後
ふ
く
め
て
、
大
阪
・
関

西
と
い
う
広
域
で
、
持
続
可
能
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
指
標
を
踏
ま
え
る
の
だ
。
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
手
続
き
と
し
て
粛
々
と
進
む
。
し
か
し
市
民
の

関
与
が
強
け
れ
ば
、
事
業
者
に
よ
る
説
明
責
任
に
影
響
を
与
え
、
対

策
を
促
す
こ
と
も
可
能
だ
。
地
域
・
市
民
の
視
点
を
も
っ
た
市
民
参

加
型
ア
セ
ス
と
し
、
持
続
可
能
性
評
価
項
目
を
も
つ
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
制
度
に
す
れ
ば
、
市
民
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
し
進
め
る
有
効
な
手

段
と
な
る
。
た
だ
し
、
対
象
範
囲
は
非
常
に
広
く
な
る
た
め
、
分
野

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
市
民
・
団
体
が
指
摘
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
須

だ
。三　

「
未
来
社
会
の
実
験
場
」～
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
～
の
懸
念

こ
れ
ま
で
何
度
も
廃
案
に
な
っ
て
き
た
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

（
国
家
戦
略
特
区
法
の
改
正
案
）
が
二

年
五
月
、
自
民
・
公
明
・

維
新
な
ど
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
の

集
積
・
連
携
に
と
も
な
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
監
視
社
会
へ
の
懸

念
、
住
民
の
参
加
や
合
意
形
成
な
ど
の
具
体
策
は
明
ら
か
で
な
い
ま

ま
で
あ
り
、
野
党
な
ら
び
に
多
く
の
市
民
が
懸
念
を
あ
ら
わ
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、
二

年
三
月
、
大
阪
府
・
市
は
「
大
阪
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
戦
略 V

er.1.0

～e-O
SA

K
A

を
め
ざ
し
て
～
」
を
発
表
し
て

い
る
。

こ
れ
以
降
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
／
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
べ

る
こ
と
と
す
る
。

二　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
万
博
と
し
て
本
来
必
要
で
あ
る
は
ず
の
視
点

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二

三

ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
と
し
て
二

一
五
年
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
貧
困
・
飢
餓

を
な
く
す
、
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平

等
、
な
ど
と
い
っ
た
一
七
の
目
標
に
加
え
、
細
分
化
さ
れ
た
目
標
で

あ
る
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
達
成
度
を
評
価
す
る

た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
が
（
不
十
分
な
が
ら
も
）
設
け
ら
れ
て
い

る
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」「
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
則
面
の

統
合
」
な
ど
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
欠
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
徴
で
あ
り
大
原
則
だ
。

安
倍
総
理
も
出
席
し
た
、
一
九
年
九
月
首
脳
級
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
成
果
文
書
「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
十
年
分
の
行
動
及
び
実
行
に
向
け
て
」
が
採
択
さ

れ
、
二

年
一
月
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
「
行
動
の
一

年

（D
ecade of A

ction

）」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

三

年
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
は
、
年
間
約
五
～
七

兆
ド
ル
必
要
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
、
経

済
活
動
の
な
か
に
組
み
込
ま
ね
ば
と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
を
標
榜
す
る
こ
の
博
覧
会
は
莫
大
な
公
的
・
民
間
資
金
を

使
う
大
事
業
で
あ
り
、
そ
の
資
金
を
「
行
動
と
実
行
に
向
け
て
」
組

み
込
む
べ
き
で
あ
る
の
は
自
明
の
こ
と
だ
。

で
は
、
日
本
政
府
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
た
め
何
を
や
る
の

か
。
登
録
申
請
書
に
あ
る
計
画
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

・
日
本
館
を
「SD

G
s+

beyond

館
（
国
連
と
対
話
中
）」
と
し
、

互
い
か
ら
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
提
供
。

・
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
目
標
の
一
つ
以
上
に

取
り
組
み
、SD

G
s+

beyond

を
め
ざ
す
す
が
た
を
提
案
す
る
。

・SD
G

s+
beyond

に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
世
界
各
国

の
有
識
者
や
来
場
者
等
が
議
論
す
る
場
を
設
け
、
成
果
を

「E
xpo 2025  O

saka K
ansai A

genda

（
仮
称
）」
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
世
界
に
発
信
す
る
。

・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
む
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
、「
課
題
解
決
先
進
国
」
と
し
て
の
日
本
の

す
が
た
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
実
現
に
む
け
た
成
長
戦
略
を
加

速
さ
せ
て
い
く
。

こ
こ
か
ら
み
え
る
の
は
「
博
覧
会
の
な
か
で
何
を
や
る
か
」
の
み

で
あ
り
、
博
覧
会
を
通
じ
て
、
開
催
都
市
と
し
て
、
日
本
政
府
・
大

阪
府
・
大
阪
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、
が
一

切
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
い
ま
、
具
体
化

が
と
も
な
わ
な
い
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
は
た
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
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づ
け
、
新
た
な
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
の
実
証
、
社
会
実

装
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
く
」
な
ど
と
あ
る
の
み

で
、
具
体
的
に
ど
う
な
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。

「
万
博
と
い
う
『
特
別
な
街
』
で
出
来
る
実
証
実
験
」
へ
の
参
加

促
進
を
は
か
る
た
め
、
博
覧
会
協
会
は
、People’s L

iving L
ab

促
進
会
議
（
以
下
、
Ｐ
Ｌ
Ｌ
促
進
会
議
）
を
開
催
し
て
い
る
。

企
業
・
団
体
が
だ
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ま
と
め
た
中
間
報
告

（
二

年
五
月
公
開
、
一

一
六
件
）
を
ざ
っ
と
み
た
が
、
二
五

年
時
点
で
は
夢
物
語
と
し
か
思
え
な
い
も
の
、
も
し
く
は
国
際
見

本
市
の
ブ
ー
ス
で
で
き
る
も
の
が
多
く
目
に
つ
い
た
。
つ
ま

り
、「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
で
何
が
や
り
た
い
か
、
何
の
た
め

に
実
験
場
を
つ
く
り
た
い
の
か
が
み
え
て
こ
な
い
の
だ
。

「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
を
つ
く
る
に
は
、
い
ま
は
そ
れ
ぞ
れ

法
律
の
規
制
が
あ
る
。
博
覧
会
と
い
う
名
の
実
験
場
で
、
規
制

緩
和
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。
Ｐ
Ｌ
Ｌ
促
進
会
議
で
ど
の
よ

う
な
規
制
緩
和
が
要
望
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
か
、
中
間
報

告
よ
り
い
く
つ
か
抜
粋
す
る
。

「
官
民
関
係
機
関
の
デ
ー
タ
連
携
や
共
有
に
向
け
た
仕
組
み
づ

く
り
」「
来
場
者
等
の
各
種
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
の
取
扱
い
」「
画

像
や
行
動
情
報
の
取
得
の
承
諾
」「
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
等
の
取
得

・
活
用
等
に
つ
い
て
個
人
情
報
保
護
法
等
の
規
制
整
備
」「
高
解

像
度
の
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
監
視
・
検
査
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

「
二

二
五
年
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
、
大
胆
な
“
規
制
緩

和
〟
等
に
よ
り
、『
未
来
社
会
の
実
験
場
』
に
ふ
さ
わ
し
い
、
世

界
に
類
の
な
い
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
取
組
と
、
府
域
全
体
で

先
端
技
術
の
利
便
性
を
住
民
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組

と
い
う
、
二
つ
の
取
組
を
両
輪
と
し
て
、『
大
阪
モ
デ
ル
』
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
」
と
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は
、
い
ま
だ
世
界
的
に

確
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
進
事
例
に
お
い
て
も
そ
の
範
囲
や

手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
漠
然
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
内
閣
府
国
家
戦
略
特
区
「
ス 

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
構
想
に
つ
い
て
、
図
１
を
み
て
ほ
し
い
。

「
生
活
丸
ご
と
」
と
い
う
だ
け
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情

報
が
連
携
さ
れ
る
。
そ
し
て
図
２
の
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
・
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
に
参
加
し
た
企
業
を
み
る
と
、
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
会

社
な
ど
の
個
人
情
報
を
も
つ
企
業
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
企
業
と
行
政
が
も
つ
情
報
が
つ
な
が
れ
ば
ど
う
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
が
デ
ー
タ
連
携
基
盤
と
し
て
つ
な
が
り
、「
必
要
な

時
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
迅
速
に
連
携
・
共
有
」
さ
れ
る
の
だ
。

「
実
験
場
」
で
や
り
た
い
こ
と
と
は
何
か

登
録
申
請
書
で
は
、「
会
場
全
体
をSociety5.0

を
体
現
し
た
超

ス
マ
ー
ト
会
場
と
す
る
と
と
も
に
、
未
来
社
会
の
実
験
場
と
位
置

図 １　「スーパーシティ」構想について（具体像）

（出所）内閣府国家戦略特区「スーパーシティ」構想について（2020年 ７ 月更新）、 ８ 頁。

図 2　スーパーシティ・オープンラボ（企業マップ）

（出所）図１に同じ、23頁。
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携
基
盤
は
、
終
了
後
も
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
知
ら
ぬ
間

に
、
新
た
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出
に
活
用
さ
れ
る
だ
ろ

う
。は

た
し
て
そ
れ
は
、
住
民
合
意
を
得
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
の
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
「
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
に
向
け
た
有
識
者
懇
談
会
」
は
、
竹
中
平
蔵
氏

が
座
長
、
座
長
代
理
は
原
英
史
氏
が
務
め
る
。
竹
中
氏
は
国
家
戦
略

特
区
の
特
例
措
置
の
創
設
や
特
定
事
業
を
認
定
す
る
と
い
っ
た
審
議

側
で
あ
る
「
国
家
戦
略
特
別
区
⑵域
諮
問
会
議
」
の
有
識
者
議
員
で
も

あ
り
、
パ
ソ
ナ
会
長
と
い
っ
た
肩
書
で
提
案
者
に
も
な
る
こ
と
が
可

能
だ
（
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
は
、
規
制
所
管
大
臣
は
諮
問
会
議

の
意
見
を
聞
く
、
諮
問
会
議
は
大
臣
に
対
し
勧
告
で
き
る
建
て
付
け

に
な
っ
て
い
る
）。

中
国
の
よ
う
な
監
視
社
会
の
懸
念
、
デ
ー
タ
漏
洩
の
リ
ス
ク
だ
け

で
な
く
、
デ
ー
タ
連
携
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民

営
化
も
進
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
は
博
覧
会
の
た
め
に
急
い
だ
か
？

二

年
六
月
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基

本
計
画
策
定
業
務
」
事
業
者
選
定
の
結
果
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
㈱
が

最
優
秀
と
な
っ
た
。
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
㈱
は
、
世
界
一
二

カ
国
以

上
で
展
開
す
る
最
大
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
り
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
に
つ
ぐ
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
・
運
用
等
を
手
が
け
る
Ｉ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
企
業
だ
。

予
定
で
は
こ
の
六
月
中
旬
よ
り
、
一
年
契
約
（
提
案
金
額
税
込 

一
億
六
八
三

万
円
）
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
る
。
今
後
は
、
二
二
年
ま
で
に
一
部
実
証
、
二
四
年
ま
で
に
サ
ー

ビ
ス
の
統
合
化
を
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
さ
ほ
ど
余

裕
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
、
政
府
は
な
ぜ
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
法
改
正
を

急
ぐ
の
か
批
判
さ
れ
た
が
、
博
覧
会
で
の
実
験
に
間
に
合
わ
せ
る
と

い
う
の
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

顔
認
証
技
術
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
向

二

年
五
月
の
不
幸
な
事
故
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「B

lack L
ives 

M
atter

」
以
降
、
人
種
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
顔
認
証
の
使
用

を
停
止
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
一
九
年
ア
メ
リ
カ
政
府
の
調

査
で
、
主
要
な
顔
認
証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
多
く
で
、
白
人
に
比
べ
て

有
色
人
種
の
場
合
に
誤
認
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
か
ね
て
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
。
Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る
こ
の
技
術

は
、「
対
象
の
協
力
を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。一

九
年
五
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
、
六
月
サ
マ
ー
ビ
ル
市
、
ボ

ス
ト
ン
市
、
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
市
の
三
市
が
、
七
月
に
オ
ー
ク
ラ
ン

の
検
討
」
な
ど
で
あ
る
。

万
博
を
名
目
と
し
、
歓
迎
ム
ー
ド
で
報
道
す
れ
ば
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
・
住
民
合
意
等
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
や
す
く
、
反
対

の
声
も
広
が
り
に
く
い
だ
ろ
う
。
何
を
や
り
た
い
の
か
が
み
え
な

い
の
は
、
中
身
よ
り
も
、
ま
ず
は
個
人
情
報
を
つ
な
げ
る
こ
と
が

目
的
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
実
験
場
と
し
て
デ
ー
タ
を

つ
な
げ
る
“
規
制
緩
和
〟
を
、
万
博
を
使
っ
て
、
と
に
か
く
や
り

た
い
の
だ
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は
、

「
様
々
な
デ
ー
タ
を
分
野
横
断
的
に
収
集
・
整
理
し
提
供
す

る『
デ
ー
タ
連
携
基
盤
』を
軸
に
、
地
域
住
民
等
に
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
住
民
福
祉
・
利
便
向
上
を
図
る
都
市
」

と
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

官
民
の
デ
ー
タ
共
有
の
対
象
は
、
来
場
者
だ
け
だ
ろ
う
か

特
区
に
想
定
さ
れ
る
大
阪
市
ま
た
は
大
阪
府
内
だ
け
だ
ろ
う
か

内
閣
府
に
対
し
、
大
阪
府
市
も
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
自
治

体
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
出
し
て
い
る
が
、
中
身
は
非
公
開
で
あ
り
、

夢
洲
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
も
の
の
、
地
理

的
、
分
野
、
そ
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
不
明
だ
。
ま
た
、

本
人
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
博
覧
会
内
で
「
こ
ん
な
体
験
が

で
き
ま
す

」
と
い
っ
た
安
易
な
情
報
提
供
が
進
む
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か

当
然
、
博
覧
会
を
通
じ
て
で
き
た
そ
の
デ
ー
タ
連

図 ３　「スーパーシティ」構想（データ連携基盤）

（出所）図１に同じ、 9 頁。
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大
阪
市
と
博
覧
会
協
会
は
当
初
よ
り
ア
ク
セ
ス
は
足
り
て
い
る
と

し
て
き
た
が
、
二

年
四
月
、
博
覧
会
協
会
は
大
阪
市
に
対
し
、
ア

ク
セ
ス
不
足
を
指
摘
し
、
舞
洲
か
ら
夢
洲
へ
の
橋
の
新
設
を
要
請
し

た
。
多
く
の
市
民
団
体
等
が
大
阪
府
・
市
・
博
覧
会
協
会
・
Ｂ
Ｉ
Ｅ

に
対
し
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
い
っ
た
ん
は
博
覧
会
協
会
も
ア
ク

セ
ス
不
足
を
認
め
た
の
だ
。

し
か
し
、
新
橋
建
設
に
は
数
百
億
円
か
か
る
と
し
、
費
用
負
担
す

る
大
阪
市
松
井
市
長
が
難
色
を
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
二

年
四

月
、
博
覧
会
協
会
は
市
の
提
示
し
た
対
応
案
で
交
通
処
理
が
可
能
だ

と
、
大
阪
市
と
合
意
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
年
間
来
場
者
（
一
六
年
一
四
六

万

人
）
の
約
二
倍
の
二
八

万
人
も
の
来
場
者
を
、
半
年
間
で
集
客

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
人
を
運
べ
る
か
。
博
覧

会
の
ピ
ー
ク
は
朝
八
時
頃
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

と
重
な
る
。
災
害
時
の
避
難
、
熱
中
症
対
策
も
ふ
く
め
、
い
ま
も
懸

念
が
多
く
残
っ
た
ま
ま
だ
。

莫
大
な
コ
ス
ト

一
七
年
九
月
Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
提
出
し
た
立
候
補
申
請
文
書
で
の
資
金
計

画
で
は
、
会
場
建
設
費
一
一
三
四
億
円
、
事
業
運
営
費
七
四
四
億

円
、
関
連
事
業
費
は
六
六
三
億
円
（
合
計
二
五
四
一
億
円
）
で
あ
っ

た
。
一
九
年
一
二
月
提
出
し
た
登
録
申
請
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
五

億
円
、
八

九
億
円
、
七
二
七
億
円
（
合
計
二
七
八
六
億
円
：
国

負
担
の
途
上
国
支
援
の
追
加
を
除
く
）
と
、
す
で
に
二
四
五
億
円
費

用
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
大
阪
市
の
負
担
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で

七
五
三
億
⑶円
に
の
ぼ
る
。

加
え
て
、
地
下
鉄
延
伸
の
う
ち
カ
ジ
ノ
事
業
者
負
担
分
二

二
億

円
は
本
当
に
払
う
か
不
透
明
で
あ
り
、
会
場
建
設
費
の
民
間
負
担
約

五

億
円
も
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
集
客
等
で
賄
う
運
営
費
も

二
八

万
人
こ
な
け
れ
ば
赤
字
と
な
る
。
か
り
に
大
阪
市
廃
止
と

な
れ
ば
、
誰
が
負
担
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

す
べ
て
計
画
ど
お
り
進
ん
だ
と
し
て
も
、
大
阪
市
民
一
人
あ
た
り

二
・
七
万
円
の
負
担
（
＝
七
五
三
億
円

÷

二
七
五
万
人
）
で
あ
り
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
一
人
あ
た
り
六
万
円
を
超
え
る
可
能
性
す
ら
あ

る
。
こ
れ
ほ
ど
の
費
用
負
担
を
踏
ま
え
て
も
、
大
阪
市
民
は
夢
洲
で

の
博
覧
会
開
催
に
賛
成
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

五　

夢
洲
の
ま
ち
づ
く
り

夢
洲
開
発
は
一
四
年
以
降
、「
夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
が
策
定

さ
れ
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
を
中
心
と
し
た
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。

ド
市
、
一

月
バ
ー
ク
レ
ー
市
、
一
二
月
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ン
市
の
計

七
都
市
が
、
顔
認
証
利
用
禁
止
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
ほ
か
、
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
市
は
二

年
一
月
、
利
用
停
止
を
決
議
し
た
。
民
間
利
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
職
員
が
顔
認
識
技
術
を
利
用
し
た

り
、
第
三
者
に
こ
の
技
術
の
利
用
を
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
た
。

企
業
の
自
粛
（
と
素
直
に
み
る
べ
き
で
は
な
い
が
）
も
は
じ
ま
っ

て
い
る
。
二

年
六
月
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、A

m
azon

、M
icrosoft

は
あ
い

つ
い
で
、
警
察
な
ど
法
執
行
機
関
へ
の
顔
認
識
技
術
の
提
供
を
中
止

す
る
と
発
表
し
た
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
も
二

年
二
月
、
偏
見
や
反
対
意
見
の
抑
圧
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
欠
如
と
い
っ
た
「
基
本
的
権
利
を
侵
害
す
る
」
可

能
性
が
認
め
ら
れ
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
規
制
す
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
ふ
く
む
白
書
を
新
た
に
発
行
し
た
。

実
効
性
あ
る
国
際
的
な
規
制
は
つ
く
ら
れ
る
の
か
。
米
中
デ
ジ
タ

ル
覇
権
争
い
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
利
害
の
ぶ
つ
か

り
合
い
だ
。
貿
易
協
定
な
ど
の
国
際
交
渉
を
み
て
き
た
筆
者
か
ら
す

れ
ば
、
と
て
も
簡
単
に
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
「
個
人
の

人
権
」
を
守
る
た
め
の
、
せ
め
ぎ
合
い
は
確
実
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

四　

万
博
・
カ
ジ
ノ
会
場
に
想
定
さ
れ
る
夢
洲
の
多
く
の
課
題

夢
洲
は
ご
み
の
最
終
処
分
地
と
し
て
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ
た
人

工
島
で
あ
り
、
有
害
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
や
水
質
汚
染
、
揮
発
性

物
質
の
大
気
へ
の
影
響
や
液
状
化
の
懸
念
、
津
波
や
高
潮
と
い
っ
た

災
害
上
の
課
題
も
多
い
。
そ
の
一
方
、
隣
接
す
る
南
港
野
鳥
園
と
と

も
に
、
大
阪
府
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
二

一
四
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
Ａ
ラ
ン
ク
エ
リ
ア
で
あ
り
、
二

年
五
月
に
は
、

絶
滅
危
惧
種
の
コ
ア
ジ
サ
シ
の
営
巣
地
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
緑
が

少
な
い
大
阪
と
し
て
も
、
災
害
時
の
が
れ
き
置
き
場
の
用
地
と
し
て

も
、
埋
め
立
て
可
能
な
海
面
が
希
少
で
あ
る
な
か
、
将
来
の
ご
み
の

最
終
処
分
地
を
残
す
う
え
で
も
、
用
途
を
十
分
吟
味
し
な
が
ら
、
大

切
に
使
う
べ
き
場
所
で
あ
る
。
安
易
に
集
客
施
設
を
つ
く
る
べ
き
場

所
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

ア
ク
セ
ス
不
足

夢
洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
橋
（
夢
舞
大
橋
四
車
線
→
六
車
線
）
と
ト

ン
ネ
ル
（
四
車
線
＆
地
下
鉄
延
伸
）
の
二
つ
し
か
な
い
。

津
波
・
高
潮
が
く
れ
ば
、
ト
ン
ネ
ル
の
水
没
、
橋
も
強
風
で
閉
鎖

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
事
実
、
一
九
年
一
月
八
日
に
起
き
た
風
速

二

ｍ
の
暴
風
で
、
二
つ
し
か
な
い
夢
洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
一
つ
、

夢
舞
大
橋
が
、
三
時
間
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。
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明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
自
治
体
主
導
で
カ
ジ
ノ
を
撤
退
さ
せ

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
だ
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
カ
ジ
ノ
事
業
者
の
急
激
な
経
営
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
カ
ジ
ノ
に
唯
一
手
を
挙
げ
て
い
た
Ｍ
Ｇ
Ｍ

リ
ゾ
ー
ツ
も
経
営
悪
化
が
深
刻
と
さ
れ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
オ
リ
ッ

ク
ス
も
「
今
後
数
カ
月
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ

事
業
へ
の
影
響
を
検
証
。
オ
リ
ッ
ク
ス
に
と
っ
て
よ
い
投
資
で
あ
り

得
る
か
再
検
討
」
す
る
と
、
二

年
五
月
の
株
主
総
会
で
発
表
し
て

い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
提
出
し
た
登
録
申
請
書
に
は
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
の
記
載
は

な
い
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
目
的
と
す
る
博
覧

会
の
、
そ
の
跡
地
計
画
が
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
で
あ
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
大

き
な
矛
盾
で
あ
り
、
申
請
書
に
書
け
な
い
と
い
う
、
常
識
的
に
考
え

ら
れ
な
い
事
態
な
の
だ
。

い
っ
た
ん
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、
カ
ジ
ノ
を
な
く
す
こ
と
は
非
常

に
困
難
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
環
境
は
変
わ
っ
た
。
カ
ジ
ノ
は
中

止
し
、
博
覧
会
も
中
止
か
規
模
縮
小
も
し
く
は
、
最
低
で
も
会
場
を

変
更
し
、
夢
洲
開
発
は
断
念
す
べ
き
だ
。

（
注
）⑴　

三

年
よ
り
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
年
で
あ
る
三

年
を
踏
ま
え
、
博
覧
会
で
使
わ
れ
て
い
る
。　

⑵　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
区
域
計
画
は
、
①
区
域
会
議
（
内
閣
府
担
当

大
臣
、
首
長
、
民
間
）
で
基
本
構
想
案
を
作
成　

②
自
治
体
議
会

で
承
認　

③
住
民
合
意　

④
総
理
認
定　

で
決
定
さ
れ
る
。

⑶　

大
阪
市
負
担
七
五
三
億
円
の
内
訳
：
夢
洲
イ
ン
フ
ラ
整
備
四
一

四
億
円
、
地
下
鉄
延
伸
六
四
億
円
、
会
場
建
設
費
二
七
五
億
円
。

（
参
考
文
献
・
資
料
）

 

● 

経
済
産
業
省
「
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
係
る
登
録
申
請
書
」。

 

〈
概
要
版
〉

　
　

https
://w

w
w

.m
eti.go.jp/press/2019/12/20191227005/ 

20191227005-1.pdf

 

〈
全
文
日
本
語
仮
訳
〉

　
　

https
://w

w
w

.m
eti.go.jp/policy/exhibition/pdf/E

X
P

O
 

2025_R
D

_J_A
4.pdf

 

● Fabio Iraldo

（U
niversità B

occoni

）
他
、
傘
木
宏
夫
文
責
、
浦

郷
昭
子
翻
訳
協
力
「
巨
大
イ
ベ
ン
ト
と
持
続
可
能
性　

二

一
五

年
ミ
ラ
ノ
万
博
の
事
例
か
ら
」。

　

http
://w

w
w

.nature.or.jp/assets/files/A
C

T
IO

N
/yum

eshim
a/ 

20190716-ksk1.pdf

 

● 

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
「『
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
』
構
想
に

つ
い
て
」
二

二

年
七
月
。

　

https
://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity 

/supercity.pdf

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
総
合
特
区

国
際
競
争
力
を
上
げ
る
た
め
、
阪
神
港
を
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港

湾
に
要
望
し
国
交
省
に
認
定
さ
れ
た
の
は
一

年
の
こ
と
だ
。
そ
の

な
か
で
も
夢
洲
は
広
大
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
直
背
地
と
の
連
携
が
は
か
れ

水
深
が
一
五
ｍ
と
深
い
こ
と
か
ら
重
要
な
物
流
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た
。

大
阪
府
・
市
に
よ
る
「
大
阪
の
成
長
戦
略
二

一
八
年
三
月
改

訂
版
」
で
も
、
大
阪
の
成
長
目
標
と
し
て
、
阪
神
港
の
貨
物
取
扱
量

五
九

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（

八
年
比
一
九

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
と
約
一
五

％

に
す
る
目
標
を
た
て
て
い
る
。

し
か
し
、
一
三
年
、
国
交
省
が
す
で
に
「
阪
神
港
の
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
容
量
不
足
」
を
指
摘
し
て
お
り
、「
ゲ
ー
ト
前
や
周

辺
道
路
に
お
い
て
慢
性
的
に
交
通
渋
滞
が
発
生
」「
沖
待
ち
が
発
生
」

「
ヤ
ー
ド
不
足
に
よ
り
非
効
率
な
荷
役
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
物
流
だ
け
で
も
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
な
か
、
集
客

施
設
と
併
存
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
で

の
神
戸
港
の
経
験
か
ら
も
、
一
度
失
っ
た
貨
物
は
簡
単
に
戻
っ
て
こ

な
い
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
。

カ
ジ
ノ
の
事
業
期
間

Ｉ
Ｒ
整
備
法
で
は
、
区
域
整
備
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
は
一

年
、
そ
の
後
の
更
新
は
五
年
ご
と
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
付
与
す
る
営

業
免
許
の
有
効
期
間
は
三
年
で
あ
り
、
三
年
ご
と
に
免
許
を
更
新
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
区
域
整
備
計
画
の
更
新
の
認
定
に
は
、
当
該
都
道

府
県
お
よ
び
立
地
市
町
村
首
長
の
同
意
、
当
該
都
道
府
県
お
よ
び
立

地
市
町
村
の
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
年
一
二
月
大
阪
市
が
だ
し
た
カ
ジ
ノ
事
業
者
公
募

の
報
道
資
料
に
よ
る
と
「
大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
設

置
運
営
事
業
」
の
事
業
期
間
は
三
五
年
で
あ
り
、「
期
間
満
了
に
あ

た
っ
て
事
業
者
は
延
長
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
の
継
続
を

前
提
に
協
議
」
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
日
経
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
大
阪
に
て
、
萩
生
田
氏
（
当
時
、
自
民
党
幹
事
長
代
行
）
が
「
区

域
整
備
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
は
『
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
』
と
定
め
ら
れ
、
更
新
後
は
五
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
リ
ス
キ
ー
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
施
協
定
段

階
で
は
三

年
と
い
う
期
間
を
想
定
し
て
い
る
」
と
講
演
で
語
っ
て

い
た
と
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

将
来
、
首
長
や
議
会
構
成
が
カ
ジ
ノ
反
対
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

契
約
期
間
途
中
で
の
解
除
は
違
約
金
が
発
生
す
る
。「
三
五
年
か
け

て
儲
け
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
」
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
経
済
連
携
協
定
に

あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
を
使
っ
た
紛
争
解
決
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
巨
額

の
賠
償
金
支
払
い
と
な
る
だ
ろ
う
。
契
約
更
新
も
「
事
業
の
継
続
を

前
提
に
協
議
」
と
あ
り
、
同
様
だ
ろ
う
。
覆
す
理
由
を
科
学
的
に
説
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● 

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
「『
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
』
構
想
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
二

一
九
年
二
月
一
四

日
。

　

https
://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity 

/torikum
i.pdf

 

● 

大
阪
府
・
大
阪
市
「
大
阪
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
戦
略V

er.1.0

～e- 
O

SA
K

A

を
め
ざ
し
て
～
」
二

二

年
三
月
三
一
日
。

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.o
sak

a.lg
.jp

/attach
/3

7
0

4
1

/0
0

0
0

0
0

0
0

/

strategy_ver1.pdf

 

● 

大
阪
市
「
平
成
三
一
年
度
予
算
市
長
査
定
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
」。

　

h
ttp

s
://w

w
w

.city.o
sak

a.lg
.jp

/to
sh

ik
eik

ak
u

/p
ag

e/ 

0000458570.htm
l

 

● 

公
益
社
団
法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
「『People’s 

L
iving L

ab

促
進
会
議
』
中
間
報
告
」。

　

https
://w

w
w

.expo2025.or.jp/new
s/new

s-20200529/

 

● 

大
阪
府
・
大
阪
市
「
大
阪
の
成
長
戦
略
二

一
八
年
三
月
改
訂

版
」。

　

https
://w

w
w

.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/cm
sfiles/

contents/0000199/199428/kaitei.pdf

 

● 

国
土
交
通
省
港
湾
局
「
阪
神
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
機
能
強

化
事
業
」
二

一
三
年
四
月
。

　

https
://w

w
w

.m
lit.go.jp/com

m
on/000996206.pdf
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